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11．
は
誇
妬
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIそ
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての聯

りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民窓章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま冨
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま再
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまで
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子185Ba0471(BS)1111

一

’

収
稜
に
感
謝
し
、
災
難
を
追

い
払
っ
て
、
平
和
な
日
々
を
願

う
。
祭
り
は
ま
さ
に
昔
か
ら
人

々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
し
た
。

祭
り
を
盛
り
あ
げ
、
人
々
の

目
や
耳
を
ひ
き
つ
け
、
楽
し
ま

我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
。
帽

我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
。
帽

第
〃
回

r~､

手
賀Ｉ
刀
唾
ァ
》

か
ぐ
〃
４
１
〃
酌
可せ

て
き
た
の
は
、
笛
や
太
鼓
の
響

廼
し

き
で
あ
り
、
山
車
の
上
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
〃
舞
″
の
数
々
で
す
。

手
震
沼
周
辺
に
も
、
こ
う
し
た

お
職
子
や
舞
が
あ
り
、
現
在
ま
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

郷
士
羨
龍
祭

育
つ
郷
土
の
は

ラ
シ
ツ
ク
音
楽
の
最
高
峰
と
も
い
わ
れ
る
べ
ｌ
ト
ー
ヴ
エ
ン
「
第
九
」
が
、
６
年
ぶ
り
に
実

ま
す
。
人
ロ
セ
万
人
ほ
ど
の
ま
ち
で
、
第
九
を
演
奏
す
る
こ
と
は
ほ
か
に
例
が
な
く
、
そ
の

を
自
分
だ
ち
の
〃
手
作
り
″
で
演
奏
し
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
音
楽
を
愛
す
る
人
な
ら
誰
し

く
夢
．
：
。
そ
の
夢
が
今
、
現
実
の
も
の
と
し
て
篝
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
力
を

し
た
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
「
第
九
」
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

’
今
回
で
”
回
目
を
迎
え
る
「
郷

土
芸
能
祭
」
で
住
市
内
に
残
る

民
俗
芸
能
や
お
難
子
が
一
堂
に
会

し
ま
す
。
お
雌
子
を
存
続
さ
せ
て

い
る
「
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
」
や

布
佐
竹
内
神
社
の
祭
礼
で
、
里
神

国
アルトソプラノソプ

(中屋卓絶字)(松本圭子)（中園
ラノ
はるえ

陽江）

アルト

楽
や
お
雌
子
を
職
じ
て
い
る

「
ひ
ょ
っ
と
こ
曙
」
ず
古
戸
地

区
に
約
２
８
０
年
前
か
ら
伝
わ

る
里
神
楽
を
伝
承
す
る
「
古
戸

は
や
し
連
中
」
を
は
じ
め
、
湖

北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
の

生
徒
た
ち
も
出
演
し
、
日
頃
の

練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
家
族
皆
さ
ん

で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
狸
月
１
日
（
日
）
開
場

。
：
午
後
０
時
釦
分
〈
入
場
無
料
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
演
目
＊
あ
び
こ
ふ
る
さ
と

会
・
・
・
大
杉
雛
子
・
五
雛
子
・
獅

し
ん

子
舞
＊
ひ
ょ
っ
と
こ
睦
・
・
神

醗
繊
瀞
＊
古
戸
は
や
し
連
中

・
・
・
帰
し
矢
＊
湖
北
小
学
校
郷

土
芸
能
ク
ラ
ブ
：
獅
子
舞
、
仁

羽▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
寅
顕
）
１
１
５
１

九
；

ノく ス
みつや

(大久保光哉）

テノ

(横山

－ノレ

和彦）（大国和子） 一
一

一
｝

狸
月
皿
日
（
土
）
・
巧
日
（
日
）
の

両
日
、
我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
．

輻
「
第
九
再
び
」
と
題
し
て
、
我

孫
子
市
で
は
２
回
目
と
な
る
「
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
九
番

〃
撤
喜
合
唱
付
〃
」
の
減
奏
会
が

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
１
回
目
の
我
孫
子
第
九
が
行

わ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
６
年
前
。

〃
第
九
再
び
〃
を
合
言
葉
に
即

席
第
九
で
は
な
い
「
丁
寧
手
作
り

第
九
」
を
目
標
に
、
我
孫
子
市
民

フ
ィ
ル
ハ
ｌ
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と

今
年
２
月
に
発
足
し
た
「
あ
び
こ

第
九
を
歌
う
会
」
で
は
、
精
力
的

な
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
歌
う
会
と
も

に
、
広
く
市
民
参
加
を
募
り
、
幅

広
い
年
齢
層
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
て
、
当
日
の
演
奏
に
臨
み
ま
す
。

ソ
リ
ス
ト
に
は
我
孫
子
市
や
東

葛
飾
地
域
に
ゆ
か
り
の
深
い
方
を

迎
え
、
文
字
通
り
手
づ
く
り
で

最
高
の
「
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

指
揮
：
林

国
立
音
楽
大
学
器
楽
科
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
専
攻
卒
業
後
、
東
京

交
響
楽
団
入
団
。
在
団
中
、
ｍ

一
年
間
、
首
席
奏
者
と
し
て
活
曜
。

ｌ
ｊ

▼
入
場
料
１
５
０
０
円
（
全
席

自
由
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
平
賀
書
店

荒
井
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、

レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
湖
北
マ
イ

ン
内
あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

布
佐
学
友
堂
、
市
民
会
館
内
売
店

ひ
ろ
が
り

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
顕
）
１
１
５
１

と

細
人

そ
の
後
、
指
揮
専
念
の
た
め
一

東
京
交
響
楽
団
を
退
団
。
１
９

８
０
年
か
ら
我
孫
子
市
民
フ
ィ

ル
の
音
楽
監
督
を
努
め
、
温
厚

し
ん
Ｌ

で
真
筆
な
指
揮
は
、
団
員
か
ら

厚
い
信
頼
を
得
て
お
り
、
東
葛

飾
地
域
の
音
楽
文
化
に
は
欠
か

せ
な
い
存
在
。

３
０
０
人
の
合
唱
団
の
な
か
に
は
、

あ
な
た
の
お
友
だ
ち
が
、
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

発 ）第9回手賀沼湖上を考える市民講座（
）

売 ｢21世紀の私たちの手賀沼
過去｡現在そして未来」中評

ノL

市
と
（
財
）
山
階
鳥
類
研
究
所
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
手
賀
沼
浄

化
を
考
え
る
市
民
識
座
」
も
今
年

で
９
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
か
ら
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
美
し
い
手
没
沼
を
愛
す

る
市
民
の
連
合
会
」
が
新
た
に
加

わ
り
、
三
者
共
催
で
「
型
世
紀
の

私
た
ち
の
手
賀
沼
過
去
・
現
在

そ
し
て
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
｝
尻
機
会
に
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
ｎ
月
釦
日
（
土
）
午
後
１

『~r弱一一一蚕覆うて嘉一－－
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園山｜
利ふ｜
用れ｜
者あ|
蟇いI
集市’

一一一一__』

来
年
４
月
か
ら
の
「
高
野
山

ふ
れ
あ
い
市
民
挫
園
」
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
農
園
は
市
民
の
皆
さ
ん

が
自
然
の
中
で
、
実
際
に
土
や

緑
と
親
し
み
な
が
ら
野
菜
や
草

花
を
育
て
収
極
す
る
こ
と
が
体

験
で
き
ま
す
。
週
末
の
余
暇
時

間
を
利
用
し
、
ご
家
族
で
野
菜

作
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
利
用
で
き
る
人
市
内
在
住

者
（
た
だ
し
、
浅
問
前
新
田
の

市
民
挫
園
利
用
者
を
除
く
）

〔
讓
噌
為
〕

4
6

1
＃
0

1
4

’
1
1
ウ
ウ

I
､

ト
､

↓

1
0

1
ウ
6

4
4

1
ウ

1
1
ウ
､

ト
レ‐

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

市民牒圃利用希望

1.住所

2.氏名

3.年齢

4．種業

5.電蕊秀号

6.現在市民農園を利用
している方は、市鴎
展回名・利用区画霧
号を記入して下さい，

饗ｳドｳｫー ﾙ踵蝿鰯も嶋合
は｢ｳﾜｳｫー ﾙ希勤と町
記して下さい々

今
日
か
ら
受
け
付
け
開
始

9

時
か
ら
４
時
釦
分

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
内
容
＊
基
調
講
演
「
手
賀

沼
浄
化
の
原
則
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

（
私
案
）
」
講
師
…
黒
田
長

久
（
山
階
鳥
類
研
究
所
所
長
）

「
型
世
紀
の
私
た
ち
の
手
斑
沼

過
去
・
現
在
そ
し
て
未
来
」

講
師
…
小
林
節
子
（
印
旛
沼
・

手
震
沼
浄
化
研
究
室
長
）
＊

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

▼
参
加
愛
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

云
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

▼
利
用
期
間
平
成
９
年
４
月

１
日
か
ら
同
ｎ
年
３
月
誕
日
ま

で
の
２
年
間

▼
募
集
区
画
１
４
８
区
画
・

ウ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
４
区
画
（
ウ

ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
と
は
車
い
す
に

乗
り
な
が
ら
作
業
が
で
き
る
花

型
形
式
の
区
画
で
、
１
区
画
が

、
㎡
前
後
、
高
さ
印
叩
、
聖

▼
利
用
面
種
１
区
画
釦
証

（
縦
５
ｍ
、
横
６
里

▼
使
用
料
年
額
９
０
０
０
円

▼
応
募
方
法
上
記
申
し
込
み

記
入
要
領
参
照
穴
ガ
キ
は
１

世
帯
に
つ
き
１
枚
に
限
る
）
に
、

必
要
事
項
を
明
記
し
、
廻
月
巧

日
（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送
。
（
た
だ
し
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
。
ま
た
、
現

在
、
同
農
園
利
用
者
で
再
度

当
選
し
た
場
合
は
、
継
続
し
て

同
区
画
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
鰹
政
課
垂

〈
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
１
０I一一一一一一一今●一一●一一一一一一一●÷→一一一一÷→÷÷→一●一一●一一一 一一一一●一一一一一一一一一今●一÷一一一一一一●一一一一●

リ サ イク 社 会 の 実 現 をめル ざして

日時

場所

第1回

12月14日仕)開演

午後6時30分

市民会館

第2回

12月15日(日)開演

午後2時
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／、会計決算（表1）平成7年度一般

一
般
会
計

平
成
７
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

翌
年
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
３
億

９
１
５
８
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
が
、
５
億
８
３
８
７
万
円

（
前
年
度
９
億
８
２
０
２
万
巴

に
な
り
ま
し
た
。
（
表
１
参
照
）

実
質
収
支
が
前
年
度
よ
り
減
っ

た
理
由
陸
歳
入
が
約
４
億
円
伸

び
た
の
に
対
し
、
歳
出
は
衛
生
饗

（
７
億
４
０
０
０
万
円
）
、
民
生
強

（
２
億
６
０
０
０
万
円
）
等
、
全

体
で
約
７
億
円
増
え
た
た
め
で
す
。

平
成
７
年
度
決
算

平
成
８
年
度
上
半
期

歳入 歳出

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
７
年
度
決
算
と
、
８
年
度
上
半
期
の
予
算
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

’

平
成
７
年
度
決
算

町

Ｌ
ｌ
“
８
Ｔ
ｌ
守
０
４
９
１
■

、／

▼表6平成8年度一般会計収支状況 季
基
金
．
：
鋤
億
４
０
１
６
万
円

冬
有
価
証
券
及
び
出
資
：
・
９
億
７

５
９
万
円

こ
の
う
ち
基
金
は
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
、
ま
た

は
資
金
を
識
み
立
て
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

▼表2主な基金の平成7年度末現在の残高は
、
前
年
度
比
２
．
２
％
増
の
２
５
万
円
の
補
正
を
行
い
、
２
８
２
円
増
）
な
ど
で
、
歳
出
で
は
高
品
質

８
１
億
６
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
億
５
７
８
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
園
芸
生
産
流
通
施
設
促
進
事
業
費

８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
９
７
８
万
円
増
）
、
繰
越
金
（
８
０
０
０
万
し
た
。
（
表
６
．
７
参
照
）
れ
ま
で
に
実
施
し
た
主
な
工
事
は
、

成
８
年
度
上
半
期
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
十
斗
§
令
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ

▼表3市民の負担状況
市
民
の
負
担
状
況

市
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
市
民
税
、
固
定
査
産
税
な

ど
の
市
税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

７
年
度
決
算
で
の
、
皆
さ
ん
の

’ 合 計

(平成8年3月31日現在人口124,892人、世帯数43,035

▼表4平成7年度特別会計決算利債

世帯）

負
担
状
況
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

市
債
現
在
高
と
債
務

負
担
行
為
未
払
い
残
高

市
俄
は
、
公
共
施
設
の
整
怖
や

公
共
用
地
取
得
な
ど
の
蛮
用
に
あ

て
る
た
め
に
借
り
入
れ
る
借
金
で
、

そ
の
返
済
が
数
年
に
わ
た
る
も
の

を
い
い
ま
す
。
横
務
負
担
行
為
は
、

工
期
が
数
年
に
わ
た
る
エ
率
の
一

括
契
約
や
、
土
地
・
建
物
の
分
割
購

入
の
よ
う
な
、
次
年
度
以
降
の
支

払
い
の
約
束
で
す
。

地
方
債
現
在
高
（
元
金
）
…
２
０

５
億
１
４
７
７
万
円

債
務
負
担
行
為
未
払
い
残
高
（
元
・

利
金
）
…
弱
億
９
２
０
１
万
円

は
地
方
交
付
税
（
３
億
６
０
０
０
事
業
な
ど
が
増
額
、
追
加
さ
れ
ま
は
兜
・
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
こ

補
正
予
算
の
内
容
は
、
歳
入
で
補
助
金
、
消
防
分
団
器
具
庫
新
築
万
８
６
０
７
人
で
、
水
道
普
及
率

●

q

▼表7平成8年度特別会計収支状況（上半期）

特
別
会
計

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
予
算

と
区
分
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
設
迂
で
き
、
７
年
度
は

６
つ
の
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ

て
い
ま
す
。
決
算
の
状
況
は
、
表

４
の
と
お
り
で
す
。

水
道
事
業
会
計

７
年
度
の
給
水
戸
数
は
３
万
９

６
４
５
戸
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

８
４
２
戸
増
加
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
で
は
、
配
水
管
や

浄
水
施
設
建
設
識
等
新
た
な
査
産

の
取
得
に
よ
る
減
価
償
却
費
や
企

水
道
事
業
会
計

’
９
月
末
現
在
の
給
水
入
口
は
、
況
は
、
表
８
の
と
お
り
で
す
。

’’
老 人保健

配
水
管
の
布
設
工
事
布
設
替
工

事
な
ど
で
す
。
上
半
期
の
収
支
状

▼表5平成7年度水道事業会計決算 業
俄
の
借
入
な
ど
、
事
業
費
用
の

増
加
に
伴
い
、
６
年
度
に
引
き
続

き
３
億
２
２
６
０
万
円
の
扱
失
を

計
上
し
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余

金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

ま
た
、
責
本
的
収
支
で
は
配
水

管
網
の
整
俄
や
老
朽
管
布
設
替
え

な
ど
に
伴
い
２
億
３
１
０
３
万
円

の
不
足
を
計
上
し
、
過
年
度
分
消

識
税
査
本
的
収
支
調
整
額
と
過
年

度
分
摂
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。
（
表
５
参
照
）

’
▼表8平成8年度水道事業会計収支状況（上半期）

’
’

’
’

]言
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

、
月
”
日
（
日
）
、
「
よ
み

が
え
る
手
麹
沼
さ
わ
や
か

に
走
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町

２
市
１
町
合
同
に
よ
る
第
２

回
「
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
窓
ま

昨
年
を
上
回
る
約
５
３
０
０
名
が
参
加

七宝焼にチャレンジ

してみませんか

ヨ

第
２
回
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
大
会

M
｣←

-＝

一

ー

親と子のふれあい教室参加者募集
三

一

鐸

一
）

れ
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

競
技
は
、
手
賀
沼
西
側
虹
・
０

９
７
５
キ
ロ
を
走
る
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
で
、
午
前
、
時
大
会
会
長
福

嶋
浩
彦
市
長
の
号
砲
を
合
図
に
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
。

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
招
待
選

な
お
こ

手
鈴
木
博
美
、
高
橘
尚
子
（
リ
ク

ル
ー
ト
）
さ
ん
を
含
む
約
５
３
０

０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
晩
秋
の
手

賀
沼
湖
畔
を
走
り
、
沿
道
に
詰
め

か
け
た
家
族
や
友
人
か
ら
力
強
い

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

競
技
終
了
後
、
招
待
選
手
に
よ

る
サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
そ
の
収

益
は
手
賀
沼
の
浄
化
と
再
生
へ
の

願
い
を
こ
め
て
手
賀
沼
浄
化
事
業

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

七
宝
焼
は
、
銅
板
の
上
に
色
の

つ
い
た
ガ
ラ
ス
質
の
う
わ
ぐ
す
り

で
模
様
を
描
き
、
カ
マ
ド
で
焼
き

付
け
て
作
る
伝
統
エ
芸
の
ひ
と
つ

で
す
。今

回
の
教
室
で
は
、
狸
色
の
エ

ナ
プ
リ
ン
ト
を
織
り
ま
ぜ
た
、
カ

ラ
フ
ル
な
〃
プ
リ
ン
ト
七
宝
焼
″

を
作
り
ま
す
。

ぜ
α
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
理
月
巧
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
荻
野
紀
子
（
エ
和
会
・

日
本
七
宝
作
家
協
会
会
員
）

▼
定
員
親
子
加
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
蜜
１
人
５
０
０
円
（
材

料
代
含
む
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
「
七
宝
焼
参

加
希
望
」
と
明
記
し
、
我
孫
子
１

６
８
４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

云
（
妬
）
１
１
５
１
へ

一

区分

市税

地方譲与税

利子割交付金

収入済額

183値4633万円

7億4313万円

4億5461万円

対前年度比

6.2％

2.1％

-23.4％

区分

議会費

総務費

民生費

支出済額

3億7287万円

50億7348万円

48億1455万円

対前年度比

－1．4％

-1.3％

5.7％

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国・県支出金

繰入金

繰越金

市償

その他

合計

2億9396万円

4億8524万円

蝿2503万円

24値7470万円

1億3847万円

12億4501万円

24億5770万円

7億9450万円

278億5868万円

-43.6％

-1.6％

1.7％

-16％

121.4％

21.6％

-3.9％

-38.3％

1.4％

衛生費 35億1794万円 267％

腱林水産業賀

商工費

土木費

消防費

教育費

公憤費

－

合計

3億7697万円

2億7719万円

53億1338万円

13億8600万円

33億2021万円

24億3064万円

’

268億8323万円

-13.7％

-2.5％

-1.4％

7.2％

3.5％

-12.4％

2.5％

■■

財政調難華金…14臆4500万円

緑の基金………2億6500万円

減償韮金……･“2億1500万円

成田線複線化

整備基金……………5000万円

国際交流基金………4000万円
I

社会福祉躯業韮金…4億2400万円

市庁舎地築避金…･･･2億5500万円

蒲掃工嶋建設韮金…’億3300万円

ふるさと手賀沼ふれ

あい計画推進基金………9036万円

スポーツ振興基金………5700万円

歳

入

歳

出

Ｐ
ｂ

区分

議 会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教 育費

公償費

予備賀

合 計

予算額

4億286万円

51億603万円

52億992万円

31億623万円

3億7658万円

2億9852万円

60億8418万円

15億1662万円

34億7101万円

26億73万円

8517万円

282億5785万円

支出 済額

2億992万円

23億6307万円

24億8294万円

12億1072万円

1億1195万円

2億1521万円

17億5272万円

6億4583万円

15億2454万円

12億6929万円

117億8619万円

区分

市税

地方譲与税

利子割交付金

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国・県支出金

繰入金

繰 越金

市償（地方侭）

その他

予算額

183億649万円

8億1100万円

4億6000万円

5億6332万円

4億7866万円

4億3748万円

23億7044万円

5億7614万円

5億8387万円

29億5490万円

7億1555万円

収 入 済 額 ’

91億2089万円

2億1915万円

1億2916万円

2億5813万円

1億8511万円

1億9222万円

3億1444万円

6000万円

5億8387万円

0円

2億124万円

282億5785万円 112億6421万円

区分

市民一人
当たり

一世帯
当たり

市民負担額

14万6898円

42万6312円

対前年度比

5.4％

3.7％

費用

21万5252円

62万4683円

対前年度比

1.7％

0.1％

区分

国民健康

保険事業

土地区画

整理事業

公共下水

道事業

手 寅 沼

浄化事業

老人保健

公共用地

取得事業

歳 入

46億9289万円

3億7668万円

35億844万円

1億8332万円

50億8560万円

416万円

歳出

45億345万円

1億3095万円

33億608万円

1億7685万円

50徳2560万円

416万円

区分

国民健康保険事業

土地区画整理事業

公共下水道事業

手駕沼浄化事業

額

49億5800万円

7億960()万円

35億3100万円

'億3702万円

収入済額

18億3824万円

3億1027万円

8億2094万円

5180万円

支出済額

18億572万円

2557万円

8億2600万円

1156万円

公共用地取得事業 5000万円 2493万円 2493万円

58値5785万円 23億8402万円 23億2497万円

区分

収益的

収支

資本的

収支

収入

24億6216万円

7億2310万円

支出

27億8476万円

9億5413万円

差し引き

－3億2260万円

－2億3103万円

区分

収益的収支

資本的収支

水道事業収益

水道事業灘用

盗本的収入

賓本的支出

予算額

23億7467万円

27億3630万円

2億2290万円

11億9089万円

執行済額

12億8036万円

10億4568万円

1億3527万円

1億5094万円

あ びこあれこれ



鐵 談(3)
＝

＝ 第937号
一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1996.11.16

し第5回あびこ国際交流まつりぐ
期日：11月30日(土)｡12月1日（日）

場所：我孫子市民プラザ(あびこｼｮｯピﾝグプﾗサ内）

第
５
回
「
あ
び
こ
国
際
交
流
ま

つ
り
」
が
、
ｎ
月
知
日
（
土
）
・
哩

月
１
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、
〃
ア
ジ
ア
の
文
化
を
体
験
し

▼あびこ国際交流まつり日程

’ 児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
査
格

の
あ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
義
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
鵡
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
誕
日
ま
で
の
児
童

を
育
て
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
韮
青
し
て
い
る
方
で
す
。

※
児
童
が
心
身
に
障
害
が
あ
る
場

合
は
、
加
歳
に
な
る
誕
生
月
ま
で

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
父
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る

場
合
で
、
公
的
年
金
の
加
算
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
児
童

て
み
ま
せ
ん
か
〃
で
す
。
ご
家
族

お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
左
表
参
照

▼
場
所
我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ

（
母
子
家
庭
似
い
ド
勝
に
附
膣
陣
に
’
し

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
適

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子
で
父
か
ら
認
知

さ
れ
て
い
な
い
児
童

⑧
父
母
と
も
に
不
明
の
児
童

な
お
、
以
上
の
要
件
に
該
当
し

て
も
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手

当
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

②
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き

（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

ま
た
は
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る

と
き

④
児
童
が
母
の
配
偶
者
丙
縁
関

係
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る

▼
参
加
費
無
料
（
た
だ
し
、
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
は
有
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
国
際

交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
事
務
局

壷
（
銘
）
１
２
３
１

と
き

⑤
昭
和
帥
年
８
月
１
日
以
降
に
手

当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

５
年
を
経
過
し
て
も
手
当
の
請
求

を
し
な
か
っ
た
と
き

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
云

（
妬
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７ 蕊

／
鳥
の
博
物
館
講
演
会
、

ｈ

ペ
ン
ギ
ン
は
今
こ輸日ｂ

第
虹
回
烏
の
博
物
館
企
画
展
せ
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ア
し

「
ペ
ン
ギ
ン
ー
ペ
ン
ギ
ン
の
ル
ー
▼
日
時
、
月
釦
旦
土
）
午
後
１

あ〆

ツ
を
さ
ぐ
る
１
Ｊ
に
ち
な
み
、
フ
時
訓
分
か
ら
３
時
釦
分

ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
保
謹
国
際
会
▼
場
所
鳥
の
博
物
館

識
の
た
め
に
来
日
す
る
研
究
者
を
▼
テ
ー
マ
ペ
ン
ギ
ン
は
今
秋
に
な
っ

招
き
、
ペ
ン
ギ
ン
の
生
息
状
況
と
▼
講
師
ブ
ラ
ウ
リ
オ
・
ア
ラ
ヤ
ら
で
大
圭

研
究
・
保
謹
活
動
に
つ
い
て
の
識
博
士
（
鳥
類
研
究
者
）
、
ボ
ー
ス
マ
が
、
下
向
主

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
博
士
（
ペ
ン
ギ
ン
研
究
者
）
．

な
お
、
当
日
は
通
訳
が
つ
き
ま
▼
定
員
先
着
和
名
菱

す
の
で
、
企
画
展
の
観
覧
と
あ
わ
▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
壷
一
宝

烏
の
博
物
館
講
演

’ ▼
日
程
①
平
成
９
年
１
月
ｎ
日

主
）
：
．
開
講
式
、
誹
義
②
お
日

（
土
）
・
沁
日
（
且
・
・
・
現
地
体
験
学

習
〈
１
泊
２
日
〉
③
２
月
８
日

主
）
：
講
義

▼
場
所
①
。
③
…
さ
わ
や
か
ち

ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
②
．
・
県
立
東
金

青
年
の
家
な
ど

せ
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
釦
日
（
土
）
午
後
１

時
訓
分
か
ら
３
時
釦
分

▼
場
所
鳥
の
博
物
館

▼
テ
ー
マ
ペ
ン
ギ
ン
は
今

▼
講
師
ブ
ラ
ウ
リ
オ
・
ア
ラ
ヤ

博
士
（
鳥
類
研
究
者
）
、
ボ
ー
ス
マ

博
士
（
ペ
ン
ギ
ン
研
究
者
）
．

▼
定
員
先
着
和
名

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
垂

（
弱
）
２
２
１
２

（ （講座生募集 ＊

ちI鞘発見森林文化～

サンブスギの里を訪ねる
今
云

▼
内
容
山
武
林
業
の
成
立
と
変

遷
に
つ
い
て
、
識
義
と
体
験
学
習

で
学
び
、
千
葉
県
の
森
林
文
化
を

再
発
見
し
ま
す

▼
対
象
県
内
在
住
の
方

▼
定
員
釦
名
（
抽
選
）

▼
参
加
愛
５
０
０
０
円
（
教
材

費
・
宿
泊
費
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
識
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

、
月
釦
日
主
・
消
印
有
効
）
ま

で
に
〒
２
７
７
柏
市
柏
の
葉
４
の

３
の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
事
業
課
云
茄
）
８
６
０
０
へ

↑
け
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

、
」

軌
ｌ
ｂ

ア
しあ〆

っ
た
姿
に
驚
き
ま
す
。
ヨ
モ
ギ
と

秋
に
な
る
と
あ
ち
こ
ち
の
草
む
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も
若
葉
で
す
。

か
ぎ

ら
で
大
き
く
成
長
し
た
ヨ
モ
ギ
「
人
来
れ
ば
膝
を
つ
く
ろ
いき

ょ
う
じ

が
、
下
向
き
の
花
を
い
っ
ぱ
い
つ
よ
も
ぎ
摘
む
」
村
上
杏
史

４
‐
１
１
１
．
１
１
１
‐
Ｉ
１
ｄ
ｌ
ｌ
０
ｌ
１
１
ｊ
ｌ

菖灘

輪を
唾；

乳
一

L
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'星一

ｎ
月
１
日
付
け
で
市
職
員
の
異

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異
動
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。
秀
ツ
コ
内

は
前
職
）

▼
経
済
環
境
部
長
（
監
査
委
員
墓

』

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た

ち
は
、
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す
。

大
自
然
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を

知
り
、
人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
手
を
使
い
頭
を
使
っ

て
遊
ぶ
う
ち
に
、
そ
こ
か
ら
た
く

ー唖

員 ■

ヨ モギ
(きく ）科

1

務
局
長
）
水
村
哲
也
▼
監
査
委
員

事
務
局
長
窪
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
）
林
勇
▼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
森
田
渉
〈
総
務
部
長

併
任
〉

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
、
そ
れ
が
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
す
。
元
気
な
仲

間
が
君
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＊
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

：
．
幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
校
１
年

生
＊
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
：
．
小
学
校

２
年
生
か
ら
４
年
生
＊
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
・
・
・
小
学
校
５
年
生
か
ら

中
学
校
２
年
生

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学

校
名
、
保
謹
者
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
ｎ
月
鋤
日
（
土
）
ま
で
に

泉
詔
の
、
我
孫
子
市
ス
カ
ウ
ト
協

た
に
ひ
で
あ
き

議
会
谷
英
毅
窒
亜
）
９
０
１
６
へ

ノ

ヨ
モ
ギ
は
モ
チ
グ
サ
と
も
い

も

い
、
早
春
に
萌
え
出
た
柔
ら
か

い
葉
を
摘
み
と
り
、
餅
に
つ
き

込
む
と
、
香
り
や
色
合
い
、
風

味
は
別
格
で
す
。

ヨ
モ
ギ
は
揚
げ
物
壼
油
い
た

め
、
つ
く
だ
煮
な
ど
に
し
て
食

べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

端
午
の
節
句
に
、
シ
ョ
ウ
ブ

の
き
ば

と
と
も
に
束
ね
て
軒
端
に
さ
し

ま
す
。お

灸
の
モ
グ
サ
は
乗
の
裏
の

や
わ
ら
か
い
毛
を
集
め
た
も
の

で
す
。ヨ

モ
ギ
の
葉
を
日
干
し
に
し

が
い
よ
う

た
も
の
は
「
女
葉
」
と
い
い
、
煎

じ
て
飲
む
と
健
胃
・
貧
血
に
効

が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、’

〃
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
で
き
て
み
ま
せ
ん
か
。

れ
い
な
手
賀
沼
へ
〃
を
テ
ー
マ
▼
日
時
哩
月
１
日
（
且
午
前

に
、
哩
月
１
日
（
且
、
第
６
回
９
時
か
ら
ｎ
時
（
雨
天
中
止
）

「
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
」
を
▼
集
合
場
所
手
賀
沼
公
園
多

実
施
し
ま
す
。
目
的
広
場

手
賀
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
▼
清
掃
コ
ー
ス

を
守
り
、
そ
し
て
沼
の
水
質
浄
＊
ふ
る
さ
と
コ
ー
ネ
：
手
蛮
沼

化
を
め
ざ
し
て
清
掃
に
参
加
し
公
園
か
ら
根
戸
新
田
ま
で

(章石画~）

手賀沼耐Ⅵ面11清掃に

参加し乙みきせんか

＊
う
る
お
い
コ
ー
ス
・
・
・
手
賀
沼

公
園
お
よ
び
沿
岸

＊
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
：
・
手
賀
沼

公
園
か
ら
展
望
広
場
ま
で

▼
服
装
お
よ
び
持
参
す
る
物

清
掃
作
業
が
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
軍
手
な
ど

▼
参
加
方
法
直
接
、
手
賀
沼

公
園
多
目
的
広
場
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
（
車
で
の
来
場
は

ご
遠
感
く
だ
き
巴

※
参
加
者
に
は
、
参
加
記
念
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

霊
（
郡
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

日時
四一垂垣

内 容 場所

11月30日(土）
13：00～16：30

２
１
月
日
（
日
）

１

10：00～16；30

10：30～15：00

10：30～16：30

13：00～13：20

13？30～14：00

14：10～14：40

14：50～16：20

17：00～19：00

ふれあい広場

＊野点＊大正琴演奏＊民族衣

装の着方＊外国文字の書き方
＊ちぎり絵・折り紙

ふるさと国際電話

(外国人の方は無料です）

大正琴演奏（琴雨会）

外国人スピーチ

タイダンス

(秋元加代子タイ舞踊団）

講演I~アジアの中の日本人」

誰師…佐藤健(毎日新聞編集委員）

交流パーティー

参加費（大人…2000円、中学・高
校生…1000円）

サロン
●

和室

ロビー

多目的
ホール

展示I~アジアの日常生活」

(中国茶のサービスがあります）

ギャラ

ﾘー

第61回市民ブラ･ザ

ロビーニIン･け－|､を開催

(若手音楽家の演奏をお楽しみに）

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆
▼
出
演
＊
佐
聡
鐸
ピ
ア
ノ
）

お
ば
た
し
の

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
＊
小
幡
志
野
天
イ
オ
リ
ど

音
楽
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
＊
武
田
さ
ち
恵
＆
三
木
綾
乃

く
た
め
、
市
内
の
若
手
音
楽
家
に
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）

よ
る
第
６
回
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
▼
曲
目
＊
シ
ュ
ー
マ
ン
…
ア

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
レ
グ
ロ
＊
シ
ベ
リ
ウ
ス
。
：
（

土
曜
の
午
後
、
く
つ
ろ
い
だ
ひ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
＊

と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ド
ボ
ル
ジ
ヤ
ー
ク
・
・
・
ス
ラ
ブ
舞

▼
日
時
ｎ
月
墾
日
（
祝
）
、
開
演
曲
作
品
よ
り
ほ
か

…
午
後
５
時
鋤
分
（
入
場
無
料
）
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー
霊
（
配
）
２
１
１
１

＝

喉謹…

函，f密4

市
職
員
の
人
事
異
動
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川久保
似曰時毎月第2・第4土曜白午

後1時から3時

’場所中央公民館

し対象・定員盆栽の好きな方、

先着20名（男女は問いません）

し参加費年会費8000円（前・後

期に分けて納入）、入会金2000円

し申し込み・問い合わせ電話で
しけ

盆栽友の会四家盆(82)2439へ

伝曰時11月22日(金)午後6時30

分開演（入場無料）

し場所湖北地区公民館

し曲目ソナタニ長調G1(ジ

ョッセピー・トレルリ）、ピアノ

ソナタr熱情」作品57（ベートー

ヴェン）ほか

の問い合わせ石原盃(87)1938

(根戸

や
が L

で聖至一

■詩b

｜
’

所得税の青色決算書の作成方法

および消費税の説明会を開催しま

す。

伝曰時12月4日(水)午後1時30

分

し場所市民会館大会議室

し問い合わせ柏税務署個人課税

第1部門壷(46)2321内線321

野村生涯教育勉強会割I者
歩曰時11月24日(日)午前9時か

ら正午（雨天決行）

し集合場所古利根沼中央我湖水

路広場

し参加費無料

し問い合わせ古利根の自然を守

る会羊字云(87)2341

似曰時・場所11月27日(水)午前

10時から午後3時、市民会館

しテーマ生涯教育r真の自立と

は、真の社会参加とは」

し参加費500円

し問い合わせ（財)野村生涯教育

センター干葉支部地域担当矢野丑

(87)0053

’
’’

修日時11月27日(水)午前10時か

ら正午

倭場所市民会館第3会議室
はろ

し講師阿部波満（貯蓄生活推進

員）

し定員先着30名

医参加費無料（参加者に家計簿

進呈）

し申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課盃(85)1111内線329へ

国回国国
シ曰時11月30日(土)午後2時30

分から4時30分

惨場所根戸近隣センター

医対象平成g年4月1日現在で

満6歳から17歳までの女子

伝持参上履き、筆記用具

医問い合わせ田中'a(83)3107

伝曰時12月7日(土)午後1時30

分から4時

し場所明海大学(JR京葉線新

浦安駅下車）

し講演①人見康子（明海大学教

授）「あなだの一票が政治を変え

る」②三遊亭とん楽（落語家）

「長屋のコミュニティー鱈江戸庶

民の暮らしと自治"」

医受講料無料

し定員300名（ただし、応募者

多数の場合は抽選）

惨申し込み．問い合わせ往復ハ

ガキに郵便番号、住所、氏名、年

齢、r政治学級」と明記し、11月

22日（金・必着）までに〒271松

戸市小根本7県東葛飾支庁総務課

企画係壷0473(61)2175へ

シ日時11月30日(土）・12月7日

(土)･･両日とも午後2時から4時

12月12日(木)…午後1時から4時

し場所中央公民館

陰対象・定員市内在住の方、男

女30名（応募者多数の場合は抽選）

し参加黄2000円（教材費1000円

を含む）

屋持参スコップ(持っている方）
こて

移植錘、軍手

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し、

11月20日（水・消印有効）までに

我孫子新田34中央公民館男塾『花

漣をつくってみよう」係云(82)05

15へ

｜

’ ’
平成8年分給与の年末調整の説

明会を開催します。

シ曰時11月27日(水)午後1時30

分

傷場所市民会館大会議室

伝問い合わせ柏税務署法人課税

第2部門壷(46)2321内線384

｜

｜’
1

倖日時・場所11月21日(木)午後

7時、市商工会小研修室

し小売店舗名ドラッグストアー

マツモトキヨシ我孫子店

※詳しくは市商丁会壷(82)3131へ

け日時12月8日(日)午前8時30

分から9時20分受け付け（申し込

みは、当日会場で受け付けます）

し場所中央公民館

し参加費2000円（昼食代含む）

し競技方法トーナメント方式．

5クラス

少参加資格市内在住・在勤・在

学者および囲蟇痩窯会員の方

※プロ棋士指導囲碁あり、対局料

2000円棋士…田原靖史（三段)、
いのり

祷陽子（初段）

し問い合わせ山口壷(88)1418

’
’ 個人事業税（第2期分）の納期

限は12月2日(月)です｡納付書は、

11月中旬に発送しますので、お早

め|こ最寄りの金融機関で納めてく

ださい。

なお、納税は口座振替を利用す

ると便利です。

シ問い合わせ柏県税事務所公

(47)1231へ

⑬⑤⑨③亀
▼我孫子ゴルフ倶楽部宝くじ愛好

会の皆さんから児童福祉のために

と寄付がありました。

’
’’

’1

少日時・場所12月8日(日)午前

9時受け付け、市民体育館

し種目一般男女別シングルス・

ダブルス

腰参加寅シングルス…600円、

ダブルス…1組1200円

陰申し込み・問い合わせハガキ

に（ダブルスは2人の）住所、氏

名、電話番号、所属チーム名、大

会名を明記し、11月22日（金・必

着）までに久寺家1の10の7内田
＆よこ

喜代子恋(84)5996へ

月

｜
’

戸曰時12月13日(金)午後1時30

分から4時（入場無料）

し場所船橋市中央公民館

し内容①講演「障害者の社会参

加について」講師…神林保夫（身

体障害者福祉協会常務理事）②映

画「おなじ空の下で」

※①は手話通訳あり②は字幕

し対象・定員県内在住の方、先

着100名

※車でのご来場はご遠慮ください。

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、「障害

福祉講座受講希望」と明記し、11

月25日（月・消印有効）までに〒

271松戸市小根本7県東葛飾支庁

社会福祉課査0473(61)4077へ

’ ’
し日時11月22日(金)から26日

(火)午前10時から午後7時

’場所市民プラザギヤラリー

レ内容山岳関係の写真約60点を

展示

し入場料無料（申し込み不要、

直接会場へお越しください）
みずが9

歩問い合わせ水書壷(85)1977

’
I

’
腰日時12月2日(月)から5日

(木)午前10時から午後5時（だだ

し、2日は午後2時から）

し場所市民ブラザ（入場無料）

腰内容墨絵・書道・俳句ほか

け問い合わせ（社)シルバー人材

センター壷(88)2200

’ ’
惨日時11月28日(木)午前10時か

ら正午

惨場所天王台北近隣センター

し内容家計簿の予算の立て方、

家事のヒントほか

シ定員先蕾100名

し参加費400円

※託児あり（予約制）

し申し込み・問い合わせ電話で

松戸友の会梅谷査(88)3622へ

画 哩回国
’｜ ｜

’

毎月の活動で、JR常磐・成田

・東武野田各沿線を中心に自然や

史跡を訪ねてみませんか。

〃入会時期別年会費1月から4

月…6800円、5月から8月･･･5800

円、9月から12月･･･4800円

〃申し込み・問い合わせ電話で

渡辺壷(84)2495へ

沙曰時毎月第2水曜日午後1時

30分から3時30分

陰場所市民プラザ

屋内容筆を持ってハガキ、氏名、

年賀状を書いてみませんか

し定員10名（先着順）

屋参加費月額1000円

し申し込み・問い合わせ電話で

村上壷(88)0059へ

●

｜
,I

伝曰時11月30巳(土)午後2時か

ら3時30分（参加費無料）

朕場所中央学院高等学校

らテーマ「キラキラ人生のすす

め」あなたの人生は充実していま

すか
士さやす

し購師奥野正恭（東京都レクリ

エーション協会副会長）

傍定員先着30名

し申し込み・問い合 わせ電話で

同高等学校垂(88)1101へ

、

鞍

’’

露
凸日時・場所毎週木曜日午前10

時から11時30分、泉集会所<1日

無綱体験は、11月28日(木)の同じ

時間に実施＞

伝会費月額2000円

合申し込み・問い合わせ電話で

山口冠(84)3638へ

K夛弓人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
日本と諸外国の青少年と、交流

を深めてみませんか。

し訪問先ネパール、オーストラ

リア、沖縄

※日程等詳しくは、（財)国際青少

年研修協会垂03(3359)8421へ

画市役所閉庁(一部の施説は除く）

１
１
」

盆栽友の会会員；湖北台中スクールコンサート！
｢トランペットとピアノの夕べ」， 定例教育委員会の開催

修日時11月26日(火)午後1

時30分

似場所水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総

務課冠(85)1151

青鰍凱び龍榊説明会
第56回古利根ウオツチング
｢古利根一周ウオツチング」

平成8年11月1日現在＊人口126,174人(前月比十97人）

＊男63,094人＊女63,080人＊世帯数43,995世帯

吐手臓計脚りくり｣請飴

ガー ﾙｽ加卜入団説明会軸8年鰊訓地区陥釧男塾『花壇をX叉みよう」

年末調整説明会

大規模小売店舗出店
計画に係る説明会

文化連盟創立25周年記念
r市長杯争奪囲碁大会」

個人諜伽綱|姉早めに

第17回我孫子市
オー ブン卓球大会

障害福祉地域講座
日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻ=ﾋｽ冠(脚,1洲

Z3①
〃休日当番医＝テレホンサービス

・休日叙急歯科診凝日=休日叙急歯科診儲所(市民会館内)9:00~11:30
”市民図塞館休館

〃つつじ荘・西部福祉センター休館

Z4e

25月

2⑰火

27水

28木

29金

50土

〃外国人相談＝市民プラザ13:30～15:30

・市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃少年の日

軍．日曜当番医＝テレホンサービス

画休日救急歯科診康日=休日救急歯科診霞所(市民会篭内)9:00~11：

－結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
”家庭の日

30

”心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

〃市民会館・市民画誕館・烏の博物館休館

”つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

我孫子登山倶楽部写真展

｡!
■I

①

第 9回習作 展

家事家計講習会

｢北総歩こう会｣会員
●_._宮一一一一一一-.-..--.-－一一.司一

『みじかな書道」

中鮮院高等学鰄育繊会

気功健康法会員m＝一－

軸8年躍緬撒購業，


